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おもな事業おもな事業
　３月定例会は、４日から17日までの19日間の会期で行われ、令和４年度予算は予算特別委員会
を設置して審査を行いました。
　令和４年度予算をはじめ、補正予算、条例改正、人事案件など50議案を審議し、すべて原案ど
おり可決及び同意しました。
　また、議員提出議案３件も、原案どおり可決しました。

令和４年度の令和４年度の

米価下落対策給付金事業
新型コロナウイルス感染の影響による米価下落
に伴い、米の生産者に収入減少の一部を
支援する（関連記事は７ページ）。

660万円

ＩＣＴ教育推進事業
ＩＣＴ支援員の増員及びＩＣＴ機器サポート運営支
援など、すべての教員や児童生徒がＩＣＴ
を活用できる体制を一層充実させる。

1288万円

湯梨浜みんなのげんき館事業
中央公民館泊分館のトレーニングルームを活用し、

町民の健康増進、運動習慣の定着を図る
（関連記事は８、12ページ）。

3332万円

湯梨浜町放課後児童クラブ委託事業
仕事と子育ての両立支援のため、町内５カ所で開設
している放課後児童クラブの運営を民間に委託

する（関連記事は11、12、16ページ）。

5486万円

遺跡発掘等調査事業費
羽衣石城跡等の発掘調査を行い、国史跡指定
に向けて、文化財の価値付けをする。

229万円

証明書コンビニ交付事業
マイナンバーカードを利用して、住民票や印鑑証明
などの証明書類を全国のコンビニエンスストア

で発行できる環境を整備する。

399万円
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地方消費税交付金
3.5％

3億4645万円

地方交付税
41.4％

41億4000万円

町税
14.9％

14億9113万円

国庫支出金
13.1％

13億828万円

町債
9.3％

9億2860万円

地方交付税
41.4％

41億4000万円

町税
14.9％

14億9113万円

繰入金
4.6％

4億6311万円

国庫支出金
13.1％

13億828万円

県支出金
7.1％

7億1604万円

町債
9.3％

9億2860万円その他１
1.2％

1億2572万円

その他２
4.9％

4億8667万円

依存財源
76.0％

75億6509万円

依存財源
76.0％

75億6509万円

自主財源
24.0％

24億4091万円

自主財源
24.0％

24億4091万円

一般会計
歳入

100億600万円

人件費
19.1％

19億1355万円

物件費
13.6％

13億5957万円

扶助費
14.4％

14億3944万円
補助費等
13.5％

13億5254万円

普通建設事業費
13.2％

13億1614万円

公債費
11.0％

10億9864万円

繰出金
11.7％

11億6802万円
人件費
19.1％

19億1355万円

物件費
13.6％

13億5957万円

維持補修費
0.9％

9505万円

扶助費
14.4％

14億3944万円
補助費等
13.5％

13億5254万円

普通建設事業費
13.2％

13億1614万円

災害復旧事業費
0.4％

4000万円

公債費
11.0％

10億9864万円

積立金
1.8％

1億7916万円

貸付金
0.1％

1365万円 繰出金
11.7％

11億6802万円

予備費
0.3％

3024万円

一般会計
歳出

100億600万円

町営住宅建て替え 着手 新長江団地（仮称）建設へ令和４年度
一般会計予算

　令和４年度一般会計当初
予算は、総額100億600万
円で、前年度と比較して
1900万円の減額となって
いる。

歳
入

　
歳
入
で
は
、
町
税
が
固
定
資
産
税
や
町
税
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
昨
年
度
よ
り
６
８
７
３
万
円
増
加
し
た
。

　
し
か
し
、
歳
入
総
額
の
４
分
の
３
は
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
で
あ
り
、
厳
し
い
歳
入
状
況
に
変
わ
り
な
い
。

　
今
後
も
積
極
的
な
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

歳
出

　
歳
出
で
は
、
新
長
江
団
地
の
建
設
や
東
郷
中
学
校
解
体
工
事
な
ど
継
続
事
業
が

多
い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
事
業
も
引
き
続
き
行
わ
れ
る
。

　
新
規
事
業
の
数
は
少
な
い
も
の
の
、
新
町
川
雨
水
ポ
ン
プ
場
建
設
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
委
託
、
米
価
下
落
対
策
給
付
金
、
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
町

民
に
欠
か
せ
な
い
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
業
選
択
に
苦
慮
し
た
支
出
配
分
と
な
っ
て
い
る
。

自 主 財 源 町に皆さんが納めるお金
依 存 財 源 国や県から配分されるお金

繰　入　金 貯金を取り崩して、支払いにあてるお金
国庫支出金 国から使いみちが決められたお金

物件費

用語説明
用語説明

賃金、旅費、委託料、交際費

などの消費的経費
扶助費

繰出金

公債費

福祉手当、児童手当などの経費

特別会計に支出されるお金

町の借金返済に使うお金

町税予算額の前年度比較

主な特別会計予算

税　　目

固定資産税

個人町民税

法人町民税

そ　の　他

合　　　　計

町 税

令 和 ４ 年 度

6億5533万円

6億  999万円

4175万円

1億8406万円

14億9113万円

会　計　名 令 和 ４ 年 度 前年度比

国民健康保険事業 20億2700万円 1億6336万円

後期高齢者医療 2億2591万円 3427万円

介護保険 21億1306万円 1億4047万円

温泉事業 778万円 ▲103万円

下水道事業 9億4949万円 －　万円

国民宿舎事業
事業収益

事業費用

事業収益

事業費用

2億9583万円 7513万円

3億  518万円 4870万円

水道事業
2億5122万円 ▲878万円

2億3107万円 ▲32万円

前 年 度 比

2827万円

2063万円

511万円

1472万円

6873万円
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健
全
財
政
運
営
と
基
金

の
関
係
は

農
家
の
被
害
に
も
注

目
を

防
災
力
の
強
化

☆
地
域
防
災
力
の
強
化
事
業

の
一
環
と
し
て
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
防
災
士

養
成
研
修
へ
の
補
助
が
行
わ

れ
る
。

☆
健
全
財
政
運
営
で
あ
る
が
、

実
態
は
厳
し
い
運
営
が
続
く
。

財
調
基
金
等
の
取
り
崩
し
は
、

慎
重
な
判
断
に
な
る
。

水陸両用バギーを活用した
防災士養成研修

イノシシ被害を受けた農道法面
（宇野）

令
和
４
年
度
予
算
特
別
委
員
会

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
当
初
予
算
を
、
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　
数
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

答

答答

答

答

答答

答答

問

問

問

問

問

問

問

問問

　
　
　
　

事
業
規
模
と
財
政

　
　
　
調
整
基
金
等
の
適
正

基
準
判
断
の
目
安
は
。

　
　
　
　

本
町
は
、
一
般
財

　
　
　

源
、
自
主
財
源
が
弱

く
財
政
力
指
数
が
低
い
。

20
億
程
度
の
財
調
基
金
は
、

必
要
と
判
断
し
て
い
る
。
減

債
基
金
も
決
算
状
況
判
断
し

て
積
み
増
し
、
適
宜
、
公
債

費
繰
り
上
げ
償
還
に
充
当
す

る
。

　
　
　
　

今
回
の
津
波
ハ

　
　
　
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

の
目
的
は
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
振
興
ま

　
　
　
ち
づ
く
り
基
金
の
運

用
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　

予
算
ベ
ー
ス
で
は

　
　
　

財
調
基
金
の
充
当
で

組
ん
で
い
る
。
当
基
金
は
本

庁
舎
改
修
等
に
充
当
す
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

事
業
増
加
と
基
金

　
　
　
残
高
減
少
の
中
で
の

財
政
運
営
は
。

　
　
　
　

有
利
な
国
庫
補
助

　
　
　

金
事
業
等
を
探
し
、

起
債
運
用
し
た
財
政
運
用
と

な
る
。
住
民
要
望
事
業
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
慎
重
に
基

金
を
使
い
な
が
ら
の
財
政
運

営
に
な
る
。

　
　
　
　

改
め
て
見
や
す
い

　
　
　

図
面
を
作
成
し
、
広

報
し
て
い
く
た
め
。

　
　
　
　

マ
ッ
プ
作
成
だ
け

　
　
　
で
な
く
、
実
際
の
訓

練
へ
の
反
映
が
肝
要
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

町
が
実
施
す
る
防

　
　
　

災
総
合
訓
練
の
中
で

も
意
識
し
て
強
化
し
て
い

く
。

　
　
　
　

本
町
の
防
災
士
の

　
　
　
総
人
数
と
女
性
防
災

士
の
人
数
は
。

　
　
　
　

総
数
36
名
、
う
ち

　
　
　

女
性
２
名
。

　
　
　
　
イ
ノ
シ
シ
よ
り
シ

　
　
　
カ
の
捕
獲
支
給
金
が

高
い
の
は
何
故
か
。

　
　
　
　

シ
カ
に
よ
る
森
林

　
　
　

被
害
が
広
が
っ
て
い

る
。
シ
カ
の
捕
獲
数
が
少
な

い
た
め
、
単
価
を
上
げ
た
。

　
　
　
　
農
家
が
多
く
被
害

　
　
　
を
受
け
て
い
る
イ
ノ

シ
シ
も
、
シ
カ
と
同
等
に
支

給
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　

国
の
制
度
上
、
支

　
　
　

給
額
が
違
う
。
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

被
害
の
状
況
が
、

　
　
　
捕
獲
数
で
は
分
か
り

づ
ら
い
。
農
産
物
の
被
害
面

積
・
額
な
ど
で
示
し
た
ら
ど

う
か
。

　
　
　
　

農
協
、
森
林
組
合

　
　
　

な
ど
か
ら
情
報
収
集

を
し
て
み
た
い
。
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医
療
的
ケ
ア
児
の
入
学

米
農
家
の
収
入
減
を

支
援

福
祉
ニ
ー
ズ
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応

☆
令
和
４
年
度
か
ら
医
療
的

ケ
ア
児
が
入
学
予
定
で
あ
る

た
め
、
看
護
師
な
ど
の
必
要

経
費
を
新
規
に
計
上
。

☆
ひ
き
こ
も
り
な
ど
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
る
福
祉
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係

機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
う
推
進
員
の
配
置
を
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
。

整備された特別支援学級

ワンストップ対応する町社会福祉協議会

答答

答

答答

答答

答

問

問

問

問問

問

問問

　
　
　
　

看
護
師
の
勤
務
計

　
　
　
画
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
　
　
　

30
キ
ロ
２
２
０
円

　
　
　
掛
け
る
令
和
３
年
の

出
荷
量
と
な
っ
て
い
る
が
、

根
拠
は
。

　
　
　
　

収
入
保
険
で
補
填

　
　
　

す
る
の
は
価
格
の

81
％
に
な
り
、
対
象
外
部
分

が
19
％
に
な
る
。
そ
れ
で
計

算
し
て
２
２
０
円
と
い
う
単

価
を
出
し
た
。

　
　
　
　

収
入
保
険
は
水
稲

　
　
　
を
作
っ
て
い
る
人
は

す
べ
て
入
っ
て
い
る
の
か
。

米
の
種
類
に
よ
っ
て
単
価
に

差
が
出
る
と
思
う
が
、
そ
れ

は
関
係
な
い
の
か
。

　
　
　
　

収
入
保
険
は
青
色

　
　
　
申
告
が
条
件
で
あ

り
、
米
農
家
の
10
％
程
度
が

入
っ
て
い
る
。
色
々
と
参
考

に
し
な
が
ら
収
入
保
険
対
象

外
部
分
の
支
援
を
す
る
。　
　

　

収
入
保
険
の
加
入
率
が
低

い
と
い
う
認
識
が
な
か
っ

　
　
　
　

潜
在
的
に
は
相
談

　
　
　

し
た
い
人
が
も
っ
と

い
る
と
考
え
て
お
り
、
チ
ラ

シ
配
布
や
各
戸
訪
問
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　

支
援
が
必
要
な
人

　
　
　
を
社
会
全
体
で
支
え

る
体
制
に
整
備
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
に
す

る
の
か
。

　
　
　
　

役
場
、
社
協
、

　
　
　

社
会
福
祉
法
人
、
民

間
団
体
、
地
域
な
ど
色
々
な

分
野
が
重
層
的
に
係
わ
っ
て

課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
相
談
件
数
は
ど
の

　
　
　
く
ら
い
あ
り
、
相
談

者
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

令
和
３
年
度
は
23

　
　
　

件
あ
っ
た
。
す
ぐ
に

効
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
な

く
相
談
者
の
評
価
は
難
し
い

が
、
多
機
関
が
連
携
で
き
る

場
所
が
で
き
た
こ
と
で
、
課

題
解
決
し
や
す
く
な
っ
た
と

思
う
。

　
　
　
　
来
所
で
き
な
い
人

　
　
　

や
、
相
談
窓
口
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
い

る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う

に
し
て
周
知
し
て
い
る
の
か
。

た
。
損
失
補
償
の
意
味
と
次

の
生
産
に
向
け
た
必
要
経

費
に
充
て
る
と
い
う
考
え
方

で
、
新
年
度
に
制
度
設
計
を

し
て
、
多
少
増
額
し
た
い
。

　
　
　
　

看
護
師
２
名
と
代

　
　
　

替
看
護
師
１
名
を
雇

用
す
る
予
定
。
週
４
日
勤
務

で
常
時
２
名
が
教
室
に
い
る

計
画
で
い
る
。

　
　
　
　

医
療
的
ケ
ア
児
の

　
　
　
学
校
で
の
学
び
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　

最
初
は
週
に
１
時

　
　
　

間
く
ら
い
交
流
学
級

と
交
流
す
る
予
定
。
本
人
や

周
囲
の
児
童
の
学
習
内
容
を

確
認
し
、
医
療
関
係
者
に
相

談
し
な
が
ら
、
徐
々
に
広
げ

て
い
く
。

　
　
　
　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

　
　
　
教
育
が
進
ん
で
い
く

と
自
治
体
が
負
担
す
る
経
費

も
増
え
る
よ
う
に
思
う
。
国

か
ら
の
補
助
は
十
分
か
。

　
　
　
　

「
切
れ
目
の
な
い

　
　
　

支
援
体
制
整
備
充
実

補
助
金
」
は
、
補
助
率
が
３

分
の
１
で
あ
る
。
補
助
率
の

か
さ
上
げ
を
国
に
要
望
し
て

い
く
。
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☆
営
農
意
欲
の
減
退
防
止

や
農
地
の
維
持
を
図
る
た

め
、速
や
か
な
復
旧
が
必

要
。査
定
額
が
決
定
し
た
の

で
、追
加
計
上
す
る
も
の
。

・�
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業

２
５
０
０
万
円

　

７
月
７
日
か
ら
８
日
に

か
け
て
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
農
道
な
ど
の
農
業

用
施
設
に
つ
い
て
、
迅
速

な
施
設
復
旧
を
実
施
す
る

も
の
。

☆
湯
梨
浜
町
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
の
、
年
額
報

酬
及
び
出
動
報
酬
を
改
定

す
る
。
団
員
の
年
額
報
酬

を
３
万
６
５
０
０
円
、
災

害
の
場
合
の
出
動
報
酬
を

１
日
に
つ
き
８
千
円
と
定

め
た
。

☆
副
町
長
の
人
事
案
件
に

同
意
。　
　

  

（
敬
称
略
）

◇
副
町
長

　

吉
川　

寿
明
（
南
谷
）

　

任
期
は
、
令
和
４
年
４

☆
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
写
真
賞
に
輝
く

　

議
会
だ
よ
り
第
68
号

が
、
鳥
取
県
町
村
議
長
会

が
主
催
す
る
「
第
29
回

（
令
和
３
年
度
）
鳥
取
県

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
会
」
に
お
い
て
、

部
門
賞
の
最
優
秀
写
真
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
に
つ
い
て

「
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
ば

か
り
が
目
立
つ
中
、
運
動

会
と
明
る
い
笑
顔
で
元
気

な
表
紙
に
な
り
ま
し
た
」

と
審
査
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

☆
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん

き
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　
　

健
康
教
室
の
開
催
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
と

い
っ
た
、
げ
ん
き
館
に
関

す
る
業
務
内
容
の
他
、
休

・�

ふ
る
さ
と
湯
梨
浜
応
援

基
金
事
業

▲
５
１
１
２
万
円

　

昨
年
度
に
比
べ
、
梨

を
返
礼
品
と
し
た
寄
付

が
落
ち
込
ん
だ
た
め
、

寄
付
金
額
が
当
初
の

１
億
７
０
０
０
万
円
か
ら

１
憶
３
８
７
０
万
円
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、

減
額
補
正
す
る
。

・�

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成

事
業

▲
５
９
８
万
円

運
転
免
許
を
持
た
な
い
70

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助

成
を
し
た
。
当
初
見
込
に

達
し
な
い
た
め
減
額
補
正

す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り

資
金
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
運
転
資
金
と
し
て
、

３
０
０
０
万
円
以
内
で
長

期
の
貸
し
付
け
を
行
う
。

　

な
お
、
償
還
方
法
及
び

貸
付
金
利
は
、
水
明
荘
の

会
計
状
況
や
市
場
金
利
を

勘
案
し
て
設
定
す
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
億
１
６
４
３
万

円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
予
算
の
総
額
を

１
１
１
億
８
０
３
０
万
円

と
す
る
。

補
正
予
算

人
事
案
件

そ
の
他

一
般
会
計

７
月
７
日

豪
雨
被
害
の
復
旧

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
落
ち
込
み

利
用
者
伸
び
ず

　
　
　
減
額
補
正

消
防
団
員
の
報
酬

を
改
善

管
理
運
営
基
準
を

制
定

水
明
荘
に

　
　
　
貸
し
付
け

・�

農
地
災
害
復
旧
事
業

１
３
０
０
万
円

　

７
月
７
日
か
ら
８
日
に

か
け
て
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
農
地
に
つ
い
て
、

迅
速
な
復
旧
を
実
施
す
る

も
の
。

崩落した道路（宇野）

条
例

 

制
定・改
正

館
日
、
利
用
時
間
、
使
用

料
な
ど
を
定
め
る
。

☆
湯
梨
浜
町
ト
ウ
テ
イ
ラ

ン
の
里
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

集
会
等
の
催
し
の
た

め
、
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
の
里

の
全
部
又
は
一
部
を
独
占

し
て
利
用
す
る
場
合
な
ど

の
利
用
許
可
や
禁
止
行
為

な
ど
を
定
め
る
。

整備中のトウテイランの里

表彰状と受賞した68号

月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
。
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陳 情 審 査 結 果
件　　　名 陳情者名 採決結果

陳情書等の電子的提出について（陳情） 足羽　佑太 採　　択
全会一致

銀行業務におけるユニバーサルサー
ビスと利用者の利便性の維持に係る
意見書の提出について（陳情）

足羽　佑太
採　　択
全会一致

（国に意見書を送付）

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める意見書」の採択を求める陳情書

鳥取県労働組合総連合
　議長　田中　　暁

継続審査

本会議での採決結果
議案の内容

（○：賛成　×：反対など）

松

岡

米

田

光

井

寺

地

河

田

磯

江

小

川

中

森

入

江

増

井

信

原

結

果

議案第３号

令和４年度湯梨浜町一般会計予算
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

賛成９人

可　決

※議案の採決は、浜中議長を除く１１人で行います。

※上記以外の町長提出議案は全会一致で可決及び同意しました。

３月定例会

当初予算討論 　羽合小学校運営経費、放課後児童クラブの民間委託について討論が

ありました。

反 対
　医療的ケア児の９月時点での受け入れ方針決定は、いつ誰がしたのか不明。就学指導委員

会の検討結果の報告もない。特別支援学級や病院内学級という選択肢はなかったのか。最悪

の状態になる可能性もあり、そうなった場合の責任は誰がとるのか、あいまいである。予算

の説明が分かりにくく、この件だけで年間いくらかかるのか分からない。多額の費用がかか

るといった誤解を生んでしまう可能性がある。

賛 成
　医療的ケア児支援法の趣旨に沿って、議会では、児童が安心して通学し、学べる環境を整

える方法を考えるべきだ。当初予算は、その環境整備のために必要だ。予算が高額という指

摘もあったが、医療的ケア児と家族への適切な支援を実践するためには、確かに国の補助は

少ない。これは、国の制度設計の問題である。議会は予算に反対するのではなく、支援継続

のための財源確保を、国に要望するべきだ。

反 対
　放課後児童クラブの民間委託には反対なので、予算案には反対する。医療的ケア児入学の

問題は、子どもの命のかかる大変な事案だと思う。この予算を通す以上は、行政も議会も覚

悟をもって取り組まなければならない。

賛 成
　医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律が、令和３年６月に公布。この法律

の趣旨は児童、両親がどこで学びたいかが優先されることになる。

　今回のケースは、羽合小学校を選択されたもので、自治体は法にしたがって整備するもの

である。このことを問題視し反対することは、町民に誤解を招くメッセージを発信すること

になるのではないか。

信原　和裕

中森圭二郎

増井　久美

光井　哲治
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☆
令
和
２
年
度
に
整
備
さ
れ
た
松
崎
駅
南
梨
生
産
団
地

整
備
事
業
に
続
き
、
北
福
・
漆
原
地
区
で
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
今
滝
梨
生
産
団
地
（
仮
）
の
開
発
が
報
告
さ
れ
た
。

☆
町
営
住
宅
建
替
事
業
の

進
捗
状
況
で
、
新
・
長
江

団
地
の
着
工
、
令
和
４
年

12
月
の
完
成
が
報
告
さ
れ

た
。

☆
中
部
の
新
電
力
会
社

「
鳥
取
み
ら
い
電
力
」
が

本
年
２
月
に
設
立
。
電
気

の
供
給
は
、
夏
か
ら
秋
頃

の
予
定
。

　
安
定
的
で
持
続
可
能
な

経
営
が
行
え
る
か
が
懸
念

☆
果
樹
生
産
振
興
担
当
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
１
名
が
、
４
月
に
着
任

す
る
。

　
町
内
に
居
住
し
、町
内
の

農
家
の
農
作
業
を
手
伝
い

な
が
ら
二
十
世
紀
梨
の
栽

培
技
術
を
学
ん
で
い
く
。

答答

答答答

答

答答

答 答

答答

問問

問問問

問

問問

問

問問

問

　
　
　
　

当
初
、
松
崎
駅
南

　
　
　
梨
団
地
周
辺
を
さ
ら

に
造
成
開
発
す
る
と
の
こ
と

で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
候
補
地

　
　
　

は
あ
っ
た
が
、
地
元

関
係
者
が
積
極
的
に
動
か

れ
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
が
確

保
さ
れ
た
。

　
　
　
　

入
植
者
の
数
は
ど

　
　
　
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　

入
植
す
る
に
は
ど

　
　
　
ん
な
条
件
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

事
業
が
、
貸
借
を

　
　
　

20
年
以
上
と
し
た
条

件
の
た
め
、
継
続
で
き
る
人

を
選
考
し
て
い
る
。

　
　
　
　
既
存
の
入
居
者
の

　
　
　
希
望
状
況
と
、
家
賃

の
変
更
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
　
　

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　

の
結
果
、
松
崎
地
区

か
ら
離
れ
た
く
な
い
人
や
家

賃
が
高
く
な
れ
ば
既
存
の
団

地
に
移
り
た
い
と
の
希
望
が

２
人
程
度
あ
る
。
家
賃
は
段

階
的
に
上
げ
て
い
く
。

　
　
　
　
今
後
、
町
と
し
て

　
　
　
出
資
等
の
参
画
に
つ

い
て
は
、
ど
う
判
断
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　

慎
重
に
検
証
し

　
　
　

て
、判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
　
出
資
し
な
い
と
、

　
　
　
町
は
新
電
力
会
社
か

ら
の
電
力
購
入
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　
　
　

入
札
と
い
う
形
で

　
　
　

購
入
は
可
能
。

　
　
　
　
町
と
し
て
の
脱
炭

　
　
　
素
社
会
へ
の
考
え
方

は
ど
う
か
。

　
　
　
　

積
極
的
に
取
り
組

　
　
　

む
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

新
・
梨
団
地
開
発
へ

新・地
域
お
こ
し
協

力
隊
着
任（
果
樹
生

産
振
興
担
当
）

総 務 産 業 常 任 委 員 会

今滝梨生産団地予定地

　
　
　
　
協
力
隊
と
し
て
の

　
　
　
活
動
時
間
を
超
え
て

作
業
し
た
場
合
の
収
入
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

自
主
的
な
活
動
と

　
　
　

し
て
農
家
で
の
作
業

で
賃
金
を
も
ら
う
の
は
可

能
。

　
　
　
　
協
力
隊
と
な
る
方

　
　
　
の
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
で

の
Ｐ
Ｒ
や
、
果
樹
栽
培
、
定

住
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

任
期
の
間
に
果
樹

　
　
　

栽
培
の
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
、
情
報
発
信
も
行
う

内
容
で
募
集
し
た
。
将
来
的

な
部
分
に
つ
い
て
は
活
動
を

し
な
が
ら
考
え
て
い
た
だ

く
。

　
　
　
　

松
崎
駅
南
団
地
と

　
　
　

同
程
度
の
開
発
な
の

で
、
入
植
者
も
８
名
を
想
定

し
て
い
る
。

　
　
　
　

松
崎
駅
南
団
地

　
　
　
は
、
有
利
な
補
助
事

業
で
実
施
さ
れ
た
が
、
今
度

の
開
発
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

中
間
管
理
事
業
を

　
　
　

通
す
こ
と
で
、
国
庫

補
助
事
業
に
よ
り
、
受
益
者

５
％
と
い
う
事
業
を
想
定
し

て
い
る
。

　
　
　
　
高
齢
の
入
居
者
の

　
　
　
中
に
は
、
家
賃
の
こ

と
や
入
居
時
期
に
つ
い
て
十

分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　

業
者
か
ら
も
、
丁

　
　
　

寧
に
説
明
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
町
も
業
者
ま

か
せ
に
せ
ず
に
間
に
立
っ
て

い
く
。

　
　
　

  　
事
業
費
が
当
初
よ

　
　
　
り
３
億
円
程
度
増
額

し
て
い
る
が
。　

　
　
　
　

建
設
費
等
を
精
査

　
　
　

し
た
結
果
で
あ
り
、

経
費
も
材
料
費
も
高
騰
し
て

い
る
。

新
電
力
会
社
へ
の
出

資
は
見
送
り

新
・
長
江
団
地
着
工
へ

さ
れ
、
町
の
参
画
は
現
時

点
で
は
判
断
で
き
な
い
。

新
・
梨
団
地
開
発
へ
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答

答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

委
託
業
者
が
決
ま
る

債
権
回
収
を
断
念

☆
令
和
４
年
度
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
調
整
を
行
っ

た
が
、
特
に
羽
合
地
区
で
入
園
希
望
が
多
く
、
調
整
に

苦
慮
し
て
い
る
。
調
整
の
結
果
、
入
園
が
決
定
し
て
い

な
い
幼
児
が
26
名
い
る
。

☆
障
が
い
者
住
宅
整
備
資

金
貸
付
け
１
件
に
つ
い

て
、
金
銭
消
費
貸
付
証

書
、
貸
付
台
帳
の
原
本
を

町
が
紛
失
し
た
こ
と
が
分

か
り
、
債
権
回
収
を
断
念

し
、
不
納
欠
損
処
分
と
し

た
。

☆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
「
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
」（
本
社
東
京
）

と
委
託
契
約
。

答

答

答答

問

問

問

問

問

問

　
　
　
　

第
一
希
望
入
園
と

　
　
　
入
園
調
整
は
そ
れ
ぞ

れ
何
人
か
。

　
　
　
　

町
内
園
の
利
用
定

　
　
　
員
は
８
３
０
人
だ
が

令
和
３
年
度
の
町
内
施
設

入
園
者
は
６
９
６
人
と
少
な

い
。
な
ぜ
入
園
調
整
が
必
要

か
。

　
　
　
　

０
、
１
、
２
歳
児

　
　
　

が
増
え
て
お
り
、
保

育
士
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。

保
育
士
確
保
が
で
き
れ
ば
、

８
３
０
人
の
入
園
が
可
能
で

あ
り
、
調
整
も
減
少
で
き

る
。

　
　
　
　

恐
ら
く
紛
失
は
、

　
　
　

合
併
時
で
は
な
い

か
。
そ
の
後
も
調
査
し
た

が
、
見
つ
か
ら
ず
旧
東
郷
町

時
代
の
管
理
体
制
の
不
備
と

し
か
言
え
な
い
。

　

私
債
権
で
あ
り
、
県
債
権

回
収
専
門
員
、
弁
護
士
と
相

談
し
、
不
納
欠
損
処
分
と
し

た
。

　
　
　
　

役
場
の
体
質
、
体

　
　
　
制
が
問
わ
れ
る
問
題

で
あ
る
。
他
の
課
の
貸
付
案

件
の
状
況
は
確
認
済
み
か
。

　
　
　
　

他
の
課
で
の
貸
付

　
　
　

案
件
に
つ
い
て
も
注

意
喚
起
を
促
し
た
い
。

　
　
　
　

重
大
な
事
案
で
あ

　
　
　

る
。
管
理
は
ど
う

な
っ
て
い
た
か
。

保
育
士
不
足
が
深
刻

羽合第２放課後児童クラブで楽しくすごすこどもたち

楽しく遊ぶ子どもたち
（まつざきこども園）

教 育 民 生 常 任 委 員 会

　
　
　
　

入
園
希
望
者

　
　
　

１
６
７
人
の
う
ち
、

１
１
５
人
が
第
一
希
望
で
入

園
。
羽
合
地
域
園
44
人
、
東

郷
地
域
園
６
人
、
泊
地
域
園

２
人
の
52
人
の
入
園
調
整
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
26
人

が
入
園
が
決
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

開
園
ま
で
タ
イ
ト

　
　
　
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
る
が
、
配
慮
が
必
要
な　
　

子
ど
も
の
情
報
な
ど
に
つ
い

て
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

民
間
事
業
者
に
変

　
　
　

わ
っ
て
も
従
来
通
り

こ
ど
も
園
に
、
子
ど
も
た
ち

の
保
育
状
況
な
ど
、
聞
き
取

り
を
行
う
。

　
　
　
　
ク
ラ
ブ
運
営
の
状

　
　
　
況
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

統
括
責
任
者
と
絶

　
　
　

え
ず
コ
ン
タ
ク
ト
を

と
る
。
ま
た
、
支
援
員
か
ら

の
意
見
が
子
育
て
支
援
課
に

届
く
よ
う
体
制
整
備
を
行

う
。

保
育
士
不
足
が
深
刻
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議会が
注目！
ピックアップ事業ピックアップ事業

　

昨
年
12
月
の
議
会
に
お
い
て
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託
す
る
た
め

の
債
務
負
担
行
為
を
可
決
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
支
援
員
の
待
遇
を
引
き

下
げ
な
い
こ
と
、
全
員
雇
用
す
る
こ
と

な
ど
が
議
員
の
中
で
出
さ
れ
、
町
は
そ

れ
ら
も
委
託
契
約
の
条
件
と
し
て
「
湯

梨
浜
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
義

務
」
委
託
契
約
書
（
案
）
を
作
成
し
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
出
し
た
。

　

２
社
応
募
が
あ
っ
た
が
、
現
在
も
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
、
実
績
が

あ
る
点
な
ど
を
考
慮
し
、
左
記
の
会
社

に
業
務
委
託
す
る
と
い
う
決
定
に
同
意

し
た
。
ま
た
「
運
営
業
務
委
託
書
」
に

基
づ
い
て
、
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
予
算
も
承
認
さ

れ
、
令
和
４
年
度
分
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
委
託
事
業
と
し
て
、
５
４
８
６
万

円
も
確
定
し
た
。

■
委
託
業
者
・
・
・
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

■
委
託
金
額
・
・
・
１
億
６
４
５
８
万
円

（
債
務
負
担
行
為
）

（
年
割　

５
４
８
６
万
円
×
３
年
間
）

■
委
託
期
間
・
・
・
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日

　

☆
令
和
３
年
12
月
14
日
、
宍

道
湖
流
域
下
水
道
東
部
浄
化
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。

　

鳥
取
県
で
は
、
天
神
川
流
域

下
水
道
の
下
水
汚
泥
を
有
効
活

用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

を
検
討
し
て
い
る
。
町
議
会
と

し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ

い
て
の
研
修
を
企
画
し
た
。

　

島
根
県
で
先
駆
け
て
行
わ
れ

て
い
る
消
化
ガ
ス
発
電
事
業
を

見
学
し
、
事
業
者
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

　

☆
令
和
４
年
４
月
７
日
、
改
築
工
事
が
完
了
し
た
湯

梨
浜
町
中
央
公
民
館
泊
分
館
を
視
察
し
た
。

こ
の
た
び
、
令
和
３
年
度
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
湯
梨

浜
町
中
央
公
民
館
泊
分
館
の
改
築
工
事
が
完
了
し
た
。

町
議
会
と
し
て
、
完
成
し
た
泊
分
館
を
視
察
し
、
担
当

課
か
ら
施
設
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

　

暖
か
な
光
が
差
し
込
む
ガ
ラ
ス
張
り
で
開
放
的
な

吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
が
複

数
設
置
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と

な
っ
て
い
る
。
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
し
て
利
用
が
で
き
る
。

ロ
ビ
ー
の
一
画
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
使
用
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
二
階
建
て
の
館
内
に
は
会
議
室
・
調
理
実

習
室
・
和
室
・
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
設
置
さ
れ
て
い
て

音
楽
演
奏
も
可
能
な
多
目
的
室
・
最
大
約
60
名
程
度
で

利
用
で
き
る
研
修
室
や
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
様
々
な
用
途

で
の
利
用
が
可
能
な
施

設
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。

　

館
内
に
は
「
み
ん
な

の
げ
ん
き
館
」
と
し
て

有
料
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
が
新
設
さ
れ
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
の

新
た
な
拠
点
と
し
て
も

注
目
さ
れ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

民
間
委
託

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
視
察

湯
梨
浜
町
中
央
公
民
館
泊
分
館
を
視
察

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
を
期
待

議会の傍聴をお気軽に

　傍聴は議会の審議内容や、議
会活動、町政の内容などを知る
ことのできる身近な方法です。
どなたでも傍聴できますので、
役場３階へお気軽にお越しくだ
さい。
　議会の日程は、広報ゆりは
ま、防災行政無線放送、町ホー
ムページでお知らせします。
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町政を問う町政を問う一般
  質問

質問者 質　問　事　項 ページ
中森圭二郎 少人数学級のための教室確保は １３

松岡　昭博
現状の人口動向で目標人口を確保できるのか

１４
過疎地域をどう誘導するのか

米田　強美
脱炭素社会、先行地域の再考を

１５
空き家対策の進展は

信原　和裕 放課後児童クラブの民営化は本当に大丈夫か １６

増井　久美 自治体におけるジェンダー平等は １６

入江　　誠 BCPの策定が必要では １７

増築が検討されている羽合小学校

【
問
】
①
特
別
支
援
学
級
、

そ
し
て
令
和
４
年
度
か
ら
始

ま
る
少
人
数
学
級
は
教
育
環

境
を
整
備
す
る
重
要
な
事
業

で
あ
る
。
一
方
で
、
町
内
の

小
学
校
の
教
室
に
余
裕
が
な

い
よ
う
に
思
う
が
、
教
室
は

確
保
で
き
る
の
か
教
育
長
に

問
う
。

②
県
が
市
町
村
長
と
行
っ
た

意
見
交
換
で
は
、
学
級
規
模

を
維
持
す
る
た
め
に
、
１
ク

ラ
ス
教
員
２
人
体
制
を
望
む

声
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
県
が

こ
の
方
式
を
認
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
先
生
一
人
当
た
り
の

負
担
も
減
る
の
で
、
本
町
も

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思

う
。
町
長
の
所
見
を
問
う
。

【
教
育
長
】
①
羽
合
小
学

校
で
令
和
６
、
７
年
度
に

１
、
２
年
生
が
４
学
級
に
増

え
る
と
想
定
し
て
い
る
。
教

室
数
が
不
足
す
る
た
め
、
令

和
５
年
度
の
校
舎
増
築
を
予

定
し
、
来
年
度
に
増
築
に
伴

う
実
施
設
計
を
予
算
計
上
し

た
。
東
郷
、
泊
小
学
校
で
は

確
保
で
き
て
い
る
。

【
町
長
】
②
本
町
は
、
30
人

以
下
の
児
童
数
で
き
め
細
か

い
教
育
を
め
ざ
し
て
い
る
。

県
の
説
明
を
受
け
、
仮
に
30

数
人
の
学
級
を
編
成
す
る
場

合
は
、
教
員
を
１
名
増
員
す

る
方
法
も
あ
り
、
関
係
機
関

の
意
向
を
ふ
ま
え
て
協
議
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

３月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

少人数学級のための教室確保は

教育長 増えることを前提に実施設計を
予算化

中
なか

森
もり

　圭
けい

二
じ

郎
ろう
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湯梨浜町の人口推移

現状の人口動向で目標人口を
　　　　　　 確保できるのか
町長 努力を続ければ達成できる

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

【
問
】
現
在
、
泊
地
域
が
過

疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
４
月
に
東
郷
地
域
が
追

加
指
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
昨

年
の
県
山
間
集
落
調
査
に
よ

れ
ば
、
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

①
本
町
に
は
集
落
機
能
の
維

持
が
困
難
な
集
落
が
ど
の
く

ら
い
あ
り
、
町
は
現
在
ど
の

よ
う
に
対
応
し
、
今
後
ど
の

よ
う
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

②
過
疎
か
ら
の
脱
却
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ

し
、
モ
デ
ル
的
に
地
区
を
選

定
し
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
一
般
的
に
「
限

界
集
落
」
と
呼
ば
れ
る
集
落

は
、
羽
合
地
域
に
１
、
泊
地

域
に
２
、
東
郷
地
域
に
５
集

落
あ
る
。

　

現
在
、
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
に
基
づ
き
、
東
郷

地
域
を
加
え
た
素
案
作
り
に

着
手
し
て
い
る
。

　

３
月
下
旬
に
は
、
区
長
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
後
に
集
落
に
出
向
き
意

見
交
換
会
を
予
定
し
て
い

る
。

　

羽
合
の
中
山
間
地
域
も
同

様
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め

る
。

②
新
た
な
計
画
策
定
の
中

で
、十
分
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。そ
の
よ
う
な
取
組
み
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

【
問
】
町
は
、
合
計
特
殊

出
生
率
の
向
上
や
社
会

増
減
の
均
衡
を
実
現
す

れ
ば
、
２
０
６
０
年
に

１
万
２
０
０
０
人
の
人
口
を

確
保
で
き
る
と
推
計
し
て
い

る
。

①
合
計
特
殊
出
生
率
１・
８

パ
ー
セ
ン
ト
台
、
社
会
増
減

25
人
減
と
い
う
状
態
で
、
目

標
人
口
が
達
成
で
き
る
の
か
。

②
女
性
の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

③
県
内
の
産
業
基
盤
は
弱

く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
若
者

の
県
外
流
出
を
抑
制
し
た

り
、
Ⅰ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
を
推
進

す
る
の
か
。

【
町
長
】
①
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
総
合
戦
略
で
取
り
組

ん
で
か
ら
は
平
均
１
・
97
、

そ
の
前
５
年
間
は
１
・
84
。

社
会
増
減
は
、
直
近
の
令
和

３
年
で
は
プ
ラ
ス
21
人
。
今

後
も
努
力
を
す
れ
ば
達
成
で

き
る
と
思
う
。

②
「
町
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
保

護
者
の
多
様
な
働
き
方
に
対

応
し
、
育
児
支
援
な
ど
幅
広

く
取
り
組
ん
で
い
る
。
企
業

や
社
会
と
そ
の
方
向
性
を
共

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

③
基
本
は
湯
梨
浜
町
の
良

さ
、
魅
力
を
発
展
さ
せ
、
将

来
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
町
を
創
っ
て
い
く
こ
と
。

充
実
し
た
移
住
定
住
施
策
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な

ど
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

過疎地域に指定される東郷地域

過
疎
地
域
を
ど
う
誘
導
す
る
の
か

町長

新
た
な
計
画
策
定
を
通
じ
て
検
討

し
て
い
く

（人）
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駐車場屋根を利用した太陽光発電
（泊小学校）

脱炭素社会、
　　　先行地域の再考を

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

空
き
家
対
策
の
進
展
は

町長

空
き
家
対
策
は
個
別
の

　
　
　
　
　
　
判
断
・
対
応
で

【
問
】
①
「
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
」
が
、
昨
年
に
基

本
方
針
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
正
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
特
定
空
き
家
（
危
険
・

有
害
等
の
空
き
家
）
の
認
定

増
加
と
、
対
策
に
進
展
は

あ
っ
た
の
か
。

②
「
指
導
」
で
は
進
展
が
望

め
な
い
特
定
空
き
家
に
は
、

「
勧
告
」
に
踏
み
切
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

③
旧
ふ
じ
つ
荘
に
つ
い
て
、

進
展
は
あ
っ
た
の
か
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
「
美
し
い
景

観
の
保
全
」
の
取
り
組
み
で

の
後
押
し
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
老
朽
家
屋
の
建
て

替
え
の
際
、
解
体
工
事
に
補

助
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
①
国
が
基
本
方
針

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し

た
が
、
そ
の
基
準
で
も
本
町

の
特
定
空
き
家
の
87
件
は
変

わ
ら
な
い
。
司
法
書
士
な
ど

の
協
力
も
得
て
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

②
特
定
空
き
家
へ
は
文
書
・

電
話
・
訪
問
な
ど
で
指
導
し

て
い
る
が
、勧
告
は
限
定
的
・

例
外
的
と
考
え
る
べ
き
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
命

令
、
行
政
代
執
行
も
あ
る

が
、
総
合
的
に
判
断
し
て
対

応
す
る
。

③
旧
ふ
じ
つ
荘
の
建
物
は
、

所
有
者
や
事
業
化
想
定
業
者

と
の
面
談
結
果
な
ど
を
ふ
ま

え
て
対
応
す
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　

一
般
老
朽
家
屋
の
解
体
費

助
成
制
度
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

※�

こ
の
ほ
か
、「
東
郷
地
域
の
過

疎
対
策
」も
質
問
し
ま
し
た
。

【
問
】
①
「
脱
炭
素
先
行
地

域
」
に
は
特
化
し
た
発
電
素

材
が
な
く
、
先
行
モ
デ
ル
に

は
な
り
得
な
い
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
本
町
の
太
陽
光
発

電
は
、
旧
泊
村
時
代
か
ら
推

進
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
温
泉
熱
発
電
は
中

国
地
方
唯
一
で
、
湯
量
に
も

余
裕
が
あ
る
。
規
模
拡
大
を

ど
う
考
え
る
か
。

②
脱
炭
素
は
、
地
域
の
成
長

戦
略
や
課
題
解
決
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
に
期
待
さ
れ

る
。

　

本
年
４
月
に
第
１
回
目
の

先
行
地
域
選
考
結
果
が
発
表

さ
れ
る
。
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
、
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

【
町
長
】
①
発
電
素
材
の
掘

り
起
こ
し
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
住
宅
用
太
陽
光
発

電
や
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
へ

の
補
助
に
加
え
、
蓄
電
池
設

置
へ
の
補
助
も
始
め
た
い
。

温
泉
熱
発
電
の
規
模
拡
大

は
、
湯
量
な
ど
の
関
係
で
か

な
り
難
し
い
と
考
え
る
。

②
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
、

世
界
規
模
・
全
国
レ
ベ
ル
の

問
題
。
先
進
地
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
国
・
県
・
他
市
町

村
と
協
働
し
、
町
の
実
行
計

画
を
策
定
し
て
、
各
課
横
断

的
・
重
層
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

解体が望まれる特定空き家

町長 住宅用補助の充実・各課横断的
な取り組みで
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泊放課後児童クラブですごす
こどもたち

放課後児童クラブの民営化は

自治体におけるジェンダー平等は

町長

町長

事業者は、事業実績などで
　　　　　　優れていると判断

町が先導的役割を果たしていく

信
のぶ

原
はら

　和
かず

裕
ひろ

【
問
】
昨
年
12
月
議
会
で
急

き
ょ
可
決
さ
れ
た
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
に
つ
い

て
、
改
め
て
問
う
。

①
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
処

遇
の
現
状
と
、
業
務
委
託
仕

様
書
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

賃
金
な
ど
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
こ
な
か
っ
た
の
か
。

②
小
学
校
に
は
児
童
ク
ラ
ブ

の
ほ
か
、
子
ど
も
教
室
や
自

主
学
習
の
広
場
も
あ
る
。
そ

こ
と
の
連
携
は
。

③
業
務
委
託
仕
様
書
で
は
、

現
場
も
担
当
課
も
今
以
上
に

業
務
が
増
え
る
が
、
こ
な
せ

る
の
か
。

④
３
年
後
の
契
約
終
了
時
、

町
直
営
に
戻
す
選
択
肢
は
な

い
か
。

【
町
長
】
①
令
和
２
年
度
か

ら
の
会
計
年
度
任
用
制
度
に

よ
り
処
遇
改
善
さ
れ
て
き

た
。

②
学
校
と
の
連
携
、
地
域
・

関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
と

い
う
項
目
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
。

③
委
託
後
は
統
括
責
任
者
が

配
置
さ
れ
る
。
支
援
員
の
事

務
的
な
負
担
は
増
加
せ
ず
、

職
員
も
増
や
す
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

④
３
年
間
の
業
務
実
績
、
評

価
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い
て
判
断

す
る
。

【
教
育
長
】
②
日
ご
ろ
か
ら

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
進
め

て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
連
携
し
て
い
く
。

増
ます

井
い

　久
く

美
み

政策決定の場に女性の参画を

【
問
】
本
年
１
月
、
県
内
で

初
め
て
女
性
町
長
が
誕
生
し

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

各
自
治
体
の
公
務
員
の
在

り
方
が
、
ま
ず
問
わ
れ
る
と

思
う
。
次
の
点
に
つ
い
て
問

う
。

①
本
町
の
公
務
員
の
課
長
以

上
の
女
性
の
比
率
、
各
種
審

議
会
・
委
員
会
な
ど
の
女
性

の
比
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

②
会
計
年
度
任
用
職
員
の
数

と
、
そ
の
中
で
の
男
女
の
比

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
町
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

【
町
長
】
①
管
理
職
の
女
性

が
占
め
る
率
は
、
令
和
３

年
４
月
１
日
時
点
で
29
・

０
％
。
管
理
職
31
人
の
う
ち

女
性
が
９
人
、
男
性
が
22
人

と
い
う
状
況
。

　

委
員
会
に
お
け
る
女
性
委

員
の
割
合
は
、
22
・
７
％
。

審
議
会
で
は
、
29
・
７
％
で

あ
り
、
男
女
い
ず
れ
か
一
方

の
委
員
数
が
、
10
分
の
３
を

下
回
る
こ
と
の
な
い
よ
う
規

定
し
て
い
る
。

②
会
計
年
度
任
用
職
員
は

１
２
１
人
。
そ
の
う
ち
、

女
性
職
員
は
97
人
で
80
・

２
％
。
男
性
職
員
は
、
24
人

で
、
19
・
８
％
。

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
は
、
町
が
先
導
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
。
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避難所設営訓練の様子

タブレット端末で資料を確認

ＢＣＰの策定が必要では

入
いり

江
え

　　 誠
まこと

【
問
】
①
地
方
公
共
団
体

は
、
災
害
対
応
に
つ
い
て
昭

和
6
年
に
制
定
さ
れ
た
災
害

対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
て
き

た
。

地
方
公
共
団
体
が
被
災
し
、

庁
舎
・
職
員
・
電
力
・
情
報

シ
ス
テ
ム
通
信
な
ど
の
資
源

が
制
約
さ
れ
る
場
合
、
業
務

遂
行
体
制
を
あ
ら
か
じ
め
整

え
た
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
策
定
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
方
を

問
う
。

②
定
数
に
達
し
て
い
な
い
消

防
団
員
の
確
保
や
、
防
災
士

の
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
問
う
。

　

湯
梨
浜
町
議
会
は
、
令
和
４
年
第

３
回
（
３
月
）
湯
梨
浜
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
議
員
提
出
議
案
「
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難

す
る
決
議
」
を
提
出
し
、
３
月
17
日

に
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

【
町
長
】
①
役
場
庁
舎
は
防

災
無
線
室
を
２
階
に
移
設

し
、
電
源
設
備
の
嵩
上
げ
も

行
っ
た
。
自
家
発
電
も
確
保

し
て
い
る
。
庁
舎
が
機
能
不

能
の
時
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ

ホ
ー
ル
で
対
応
で
き
る
。

　

人
員
体
制
は
、国
や
県
の
災

害
支
援
派
遣
制
度
が
あ
る
。

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

は
策
定
し
て
い
る
が
、
不
十

分
で
あ
り
、
各
所
属
で
再
点

検
を
す
る
。

②
団
員
の
士
気
向
上
と
確
保

を
は
か
る
た
め
、
報
酬
な
ど

の
引
上
げ
を
行
い
、
引
き
続

き
声
掛
け
を
し
て
い
く
。
防

災
士
は
現
在
36
人
と
な
り
、

各
集
落
に
１
名
は
育
成
し
て

い
き
た
い
。

　

本
決
議
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と

秩
序
、
安
全
を
脅
か
す
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対

し
て
断
固
抗
議
し
、
決
議
を
も
っ

て
、
湯
梨
浜
町
議
会
の
意
思
を
表
明

す
る
も
の
。

町長 再点検を行なう

議会からのお知らせ

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

　
　
　
　
　
　
　
　
非
難
す
る
決
議
を
可
決

議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
を
導
入

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
議
場
の
マ
イ
ク
を
一
人
一

台
と
な
る
よ
う
に
機
器
を
更
新
し

た
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
各
議

員
に
配
備
し
、
災
害
時
な
ど
に
自
宅

な
ど
か
ら
会
議
や
委
員
会
に
参
加
で

き
る
環
境
を
整
え
た
。　
　

　

今
後
、
定
例
会
・
臨
時
会
に
お
い

て
、
従
来
の
紙
資
料
と
並
行
し
な
が

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
、
最
終
的
に
は
議
会

資
料
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
く
。

新しくなったマイク設備
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問 問

問

問

問

問

問

問

問

答
答

答

答

答

答

答

答

答

米農家への所得の補てん 通学路の除雪

上浅津地区冠水対策

小学校の通学路

小学校の整備

コロナ禍での地域活動

公民館体制の充実

補助金を伴う民間、公共団体の
廃止、統合

ごみの分別

米農家への所得の補てんをどう考えるか。 子どもたちの通学路も早期に除雪してほし
い。

補助金を伴う民間、公共団体の廃止、統合
をしてはどうか。

４月から有害ごみの分別が始まり、ごみ分
別が複雑になる。業者と行政が各自治会に
出向いて説明してほしい。

上浅津地区冠水対策について、早い対応を
願う。

通学路の白線が薄くなっており、引き直し
てほしい。

各小学校で修繕の必要な所がたくさん出て
きている。早急に点検し、修繕をしてほし
い。

コロナ禍での地域活動において、参加意欲
が薄れてくることを危惧している。良い事
例があれば教えてほしい。 公民館は、文化教養を高めたり地域課題を

解決していく場所である。欠員となってい
る羽合分館職員の補充をしてほしい。

コロナ禍で米価下落の影響で収入減となっ
た水稲農家の生産意欲の維持を図るため
に、生産者に前年との差額分の一部を支援
する方策を検討しています。

一部の区間をシルバー人材センターに依
頼しているが、対象範囲が広いため、地
域や保護者などにもご協力をお願いして
います。
　なお、各学校に除雪機を配備しているの
で活用してください。

補助金の効果については、毎年度評価さ
れ、その結果が補助を受けている団体の存
続にも関わってくるところもあります。廃
止や統合される場合も出てきています。 各区の要望に応じて、ごみの分別や環境問

題の出前講座を実施しています。今後も、
これらのことについて啓発していきます。

国の補助金を利用した排水対策事業として
上浅津堂ノ本線の、かさ上げ工事のための
測量設計業務を計画しています。

関係機関に要望します。他に白線の分かり
にくい所があれば、学校に連絡してくださ
い。

児童生徒が安全に過ごせるよう、計画的な
修繕や緊急対応による修繕を行っていきま
す。

ウィズコロナ下での地域活動の参考資料と
して「湯梨浜町新しい地域活動スタイル」
等を昨年配布しています。また、町ホーム
ページにも掲載していますので、参考にし
てください。

ＩＣＴによる各種電子申請手続きについて、
鳥取県と県内市町村で共同開発した「とっ
とり電子申請システム」を活用します。
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住民から寄せられた
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

住民から寄せられた
「行政、議会に対するご意見、ご提案」について

　「令和３年度住民と議会の意見交換会」は、新型コロナウイルス感染症対策の為中止といたし
ました。
意見交換会の開催時にご案内をしておりました、町内の各団体、区長、PTAや保護者会等の関係
の方に「行政、議会に対するご意見、ご提案」を本年度はアンケートの形で依頼しました。
　返信いただいたアンケートの提言やご意見の内容を取りまとめ、所管委員会において協議を行
い、行政の担当部局等に回答を頂いた一部をご紹介いたします。

問 問

問

問

問 問

問
問

答 答

答

答

答 答

答 答

燕趙園の狛犬 中部地域新電力事業

新しい移動手段を あさひこども園近くの災害復旧

地域団体への活動助成金
電子申請手続きの推進

防風林の雑木処理
温泉を使った電力

燕趙園の狛犬をきれいにしてほしい。 中部新電力事業での電気代はどうなるか。

防風林の雑木処理は、県が管理処置すべき
ではないか。

新しい電力として、湯梨浜町は温泉が豊富
なので、温泉を使った電力はできないもの
でしょうか。

新しくて便利な移動手段として、電動キッ
クボードなど検討してみては。

あさひこども園近くの土砂崩れの早期復旧
をしていただきたい。

コロナ禍で絶たれてしまった住民同士の交
流を取り戻すべく、地域団体への活動助成
金を増やしていただきたい。

申請を簡素化するためにＩＣＴ化を進めて
いただきたい。

洗浄を２月中に実施済みです。 現状より安価となることが望ましいと考え
ますが、中核事業者がどのような事業を展
開するのか状況を、注視しています。

原則、所有者の管理であるため、町として
は、令和４年度に向けて自治会、個人を対
象とした「保安林危険木伐採補助制度」を
検討しているところです。 東郷地域で、平成27年度から民間事業者に

よる温泉熱を活用した地熱発電所が開設さ
れています。

道交法の改正案が来年度の通常国会に提出
されるので、町としても国の動向を注視し
ていきたいと考えています。

令和４年梅雨時期まで調査を続けることと
し、それ以降に地滑り災害査定を受け、復
旧していきたいと考えています。

各地区が抱えている課題の把握・検証を改
めて行い、その結果を踏まえて検討いたし
ます。

ＩＣＴによる各種電子申請手続きについて、
鳥取県と県内市町村で共同開発した「とっ
とり電子申請システム」を活用します。
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【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　原
油
や
原
材
料
費
の
高
騰

で
、
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
。
無

駄
は
な
い
か
、
ま
ず
は
足
元

を
見
つ
め
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
が
終
了
し
た
時
点
で
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
セ
ッ

ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
な
い
と
、
衛
星
放
送
が
視

聴
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
契
約
を
、

衛
星
か
ら
地
上
契
約
に
変
更

し
な
い
と
、
余
分
な
お
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
電
話
０
５
７
０―

０
７
７―

０
７
７
）

（
記

　米
田
）

発
行

／
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
議

会
　

　
〒

682-0723　
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
大

字
久

留
19番

地
1　

　
TEL 0858（

35）5341／
FAX 0858（

35）5342／
E-m

ail:ygikai@
yuriham

a.jp／
https://w

w
w

.yuriham
a.jp/

『宇野地蔵ダキ』と
　　　『宇野三ツ星盆踊り』と共に
『宇野地蔵ダキ』と
　　　『宇野三ツ星盆踊り』と共に

　京都（住まい）・大阪（勤務先）からUターンし
て13年目あっという間です。部屋からは目の前
に日本海です。これからの季節は太陽が海に沈
み美しい夕映えがみられます。
　さて、がんばっていることを二つ紹介します。
がんばり①「平成の名水百選宇野地蔵ダキ」に
ついて
　山の崖下から流れ出る湧水。水源は10ｋｍ南
にある三徳山からも長い年月をかけて湧き出す
と言われていて、そばにある巨岩には鳥取の長
瀬弥兵衛が元禄２年（1689）５月13日に建立し
たと刻字されています。おいしい水の要件の一
つに体温より平均２５℃程度水温の低い水が最
適とされ、清涼感や水場の環境なども大きく影
響されます。ダキの水は15℃位で不快なにお
いもなくうまさを感じます。
　400年以前から自然の恵みの湧水で、先祖伝
来の地域の宝であり誇りとして、この名水をこ
れからも守り続けていきたいと思います。
がんばり②「町指定無形民俗文化財宇野三ツ
星盆踊り」について
　平成24年に保存会結成40周年・町指定無形
民俗文化財25周年を記念して「踊り方」の
DVDと解説小冊子を製作してこの芸能の保
存・伝承活動を会員の皆さんと続けてきました。
 昨年夏に文化庁助成事業「後世に残すべき詳
細な映像記録作成（伝統芸能の手引き映像制

作）」と「継承促進のための撮影動画映像の配
信」の文化財として選定され、手元保存データ
を選別して制作会社に提供できました。踊り方、
太鼓のたたき方、唄い方、衣装、着付け、おけさ
笠の作り方等、細部にわたり提供し、動きのある
ものはDVD、資料で残すものはCDとして製作
できました。その成果もあって、今ではYouTube
動画配信されています。地元で生活されている
方、古郷を離れている方、その家族（子供さんお
孫さん方）の皆様がいつでもどこにいてもパソ
コン、スマートフォンで古郷の盆踊りが視聴で
き、又想い出を蘇らせることができます。
　保存会結成50周年・町指定無形民俗文化財
35周年を過ぎましたが、YouTube動画を更に
PRするためにも、記念行事開催に向けて頑張
りたいと思っています。

河原　孝徳 さん（宇野）

プロデュース・ハレ YouTube 検索

「手引き映像」動画検索は下記のとおり


